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第Ⅰ章 計画の策定にあたって 

 １ 計画策定の趣旨 

読書は、人間の生涯にわたる学習活動の基盤であり、読書を通して子どもは言葉を学

ぶとともに広い世界を知り、大人にとっては多様化する社会を生きていく指針を見出す

ものとなっています。 

   大館市では、平成１７年に子どもから大人まで包括する「第一期大館市読書活動推進

計画」を、平成２５年には「第二期大館市読書活動推進計画」を策定し、さまざまな施

策に取り組んできました。 

   市民の読書活動を推進するためには、学校、家庭、地域、行政等が一体となって取り

組む必要があることから、これまでの取り組みの成果や課題を検証するとともに、読書

活動を取り巻く社会状況等の変化を踏まえ、さらなる読書活動推進のため「第三期大館

市読書活動推進計画」を策定するものです。 

 

 ２ 国・県の動向 

国においては、平成２５年５月に「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画（第

三次基本計画）」を策定し、「家庭、地域、学校を通じた社会全体における取組」「子ど

もの読書活動を支える環境の整備」「子どもの読書活動に関する意義の普及」を基本的

方針とし、必要な事項や方策を示しました。 

   また、秋田県においても、「家庭」「学校」「職場」「地域」という県民の生活の場に応

じて、県民の共感を高めながら施策を展開するとともに、市町村、企業、民間団体と連

携し、県民総ぐるみの読書活動を一層盛り上げるため、「第２次秋田県読書活動推進基

本計画」を平成２８年３月に策定し、さまざまな取り組みを行うこととしています。 

 

 ３ 計画の期間 

平成３０年度から平成３４年度までの５年間とします。 

 

 ４ 計画の対象範囲 

すべての市民を計画の対象とします。 
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第Ⅱ章 第二期大館市読書活動推進計画の取り組み 

 １ 読書啓発活動と情報提供 

【これまでの取り組みと成果】 

  ⑴ 読書関連行事や展示の企画と図書リストの作成 

    栗盛記念・花矢・比内の３館で定期的におはなし会を実施。栗盛記念図書館では平

成２７年度に内容の見直しを行い、「おひざにだっこのおはなし会」とイベント名を

付け、広報紙や地元紙、ブックスタート※１実施会場等でピーアールした。その結果、

参加人数の増加につながった。また、毎年、夏・冬・春休み期間中に未就学児施設や

放課後児童クラブの子どもたちを招待して、特別おはなし会を開催。夏休み期間中に

は、市内各高校とも連携し、高校生も読み聞かせボランティアとして参加した。 

栗盛記念図書館では、ビブリオバトル※２を平成２５年１０月１２日に県内公立図

書館で初めて開催。参加した高校生が学校でもビブリオバトルを実施するきっかけと

なった。また、県教育委員会主催「ビブリオバトル中学生高校生大会（大館大会）」

の開催にも協力した。 

また、各図書館において関連図書の展示や学校と連携したおはなし会などを行い、

栗盛記念図書館では、平成２８年度から子どもの読書週間の行事として「ぬいぐるみ

のおとまり会」を開催している。なお、各図書館では、毎月テーマ展示を行っていて、

平成２７年度からは栗盛記念・花矢・比内・田代の４館合同のテーマ展示も実施して

いる。 

平成２９年度は、県教育委員会主催「読書が広がるホップ・ステップ・ジャンプ事

業」を活用した「超大型絵本がやってくる!!」と栗盛記念図書館自主事業の講演会を

実施したほか、図書館後援会と共催で、毎年、文化講演会を実施している。また、小

中学生、高校生、市民が参加した大館ふるさとカルタの作製、カルタ取り大会の開催

を通じて市民の読書活動、市民版ふるさとキャリア教育を推進した。 

 

※１ ブックスタート 

１９９２年にイギリスで始まった赤ちゃんに絵本をプレゼントする活動。絵本を媒体として親子が触れ合

い、楽しいひとときを過ごす大切さを伝える活動。 

※２ ビブリオバトル 

          ビブリオバトラーと呼ぶ発表者たちが、おもしろいと思う本の魅力を紹介しあい、読みたいと思った聴衆

の投票数で勝敗を決める催し。 
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◇定例読み聞かせ会開催回数・参加人数 

 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 

栗盛記念 19回  84人 21回 105人 12回 200人 12回 284人 

花  矢 12回 253人 10回 258人 10回 189人 10回 262人 

比  内 26回 671人 16回 539人 20回 487人 12回 301人 

 

◇栗盛記念図書館長期休み期間の特別おはなし会参加人数 

 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 

夏 休 み 182人 105人  76人 107人 

冬 休 み 167人 170人 130人 ― 

春 休 み 134人 153人  81人 ― 

 

⑵ 大館市ホームページや広報おおだて、地元紙を活用した広報 

    毎月、広報おおだてへ新着図書・各種イベント情報を掲載し、「おおだて子育てね

っと」のホームページには図書館のイベントページや「子育てに役立つ図書」のリン

クを貼り付けている。また、イベント開催時には、必ず大館市記者クラブへ情報をリ

リースし、子育て情報誌へもおはなし会などの情報の掲載を依頼している。 

 

【今後の課題・取り組みの方向】 

  引き続き、読書啓発となる各種読書関連行事と情報発信を続けていくとともに、定期的

なおはなし会の機会と親子向け読書イベントの機会を増やし、県教育委員会主催の「ビブ

リオバトル中学生高校生大会」へ中学生の参加も増えるよう取り組んでいく。 

 

 ２ 読書環境の整備 

【これまでの取り組みと成果】 

⑴ 家庭・地域での読書活動 

          市健康課と連携し、５か月児すこやか教室の際にブックスタート事業を実施。平成

２８年度からは図書館でも絵本を手渡せるようにした。ブックスタート、フレッシ

ュパパママ教室※３ともに読み聞かせボランティア団体の協力で実施している。 
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図書館内に「家族で読書」のコーナーを設置。また、「絵本だより」を作成し、市

内の未就学児施設への掲示を行っているほか、学校や児童館、未就学児施設に対し出

張おはなし会を実施。「絵本だより」「図書館だより プラス・ワン」「花矢図書館

だより」を発行し公民館や児童館等へ配置するとともに、移動図書館車おおとり号に

より団体貸出を実施している。 

 

※３ フレッシュパパママ教室 

初めてお母さん、お父さんになるかたに安心して子育てができるよう支援するとともに参加者同士の交流

を目的とした教室。 

 

⑵ 就学前施設や学校での読書活動 

        就学前施設では、読み聞かせボランティアによる出張おはなし会を実施。また、職

場体験の生徒によるおはなし会を城南保育園で実施した。 

学校については、栗盛記念図書館の学校支援・学校連携担当職員が要望のあった学

校を訪問し、図書室整備についての提言や図書補修の講習会などを行い、図書館では

高校生におはなし会を実施した。また、各学校に対して、授業で使用する図書の貸出

を行うとともに、ＰＴＡ図書部の保護者の図書補修講習会に図書館職員を講師として

派遣した。 

 

⑶ 図書館での読書活動 

      図書館では、情報提供として「おおだて子育てねっと」と図書館ホームページに相

互リンクを貼り、「子育てに役立つ図書」の一覧を掲載。図書館ホームページのほか、

ツイッターやブログも活用し、新着図書のお知らせや読書関連行事のお知らせを行っ

ている。 

また、読書にかかわる行事として、栗盛記念・花矢・田代の３館で、読書感想文や

読書感想画のコンクール、展示会を開催した。 

環境整備としては、図書館ホームページから蔵書検索や資料の予約ができるように

し、予約本が準備できた旨の連絡も希望すればメールで受け取れるようにした。また、

施設整備として、平成２８年度、多目的室・ラウンジ、駐車場の拡張に着手。２９年

度から供用を開始し、親子が気兼ねなく読書ができる環境をつくるとともに、駐車可

能台数も倍増し、市民が気軽に図書館を利用できる環境を整えた。また、多目的室増
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築と同時期に図書館敷地内に移築された松下村塾と多目的室を活用し、２９年度には、

図書館祭りを開催した。 

なお、大館市の歴史と伝統を図書館の名称に残し未来に引き継ぐため、平成２９年

４月、中央図書館の名称を「栗盛記念図書館」に変更した。 

学校等への協力については、小学生の施設見学（利用体験）や中高生の職場体験の

受け入れなどを実施。学校図書館関係者向けに本の補修講習やブックトークの講習会、

要望聞き取りのためのアンケート調査も実施し、各学校図書館担当職員との連携は進

んでいる。 

 

◇読書感想文コンクール等参加点数 

 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

栗盛記念(感想文コンクール)  38編  57編  56編  43編 

栗盛記念 (200字感想文 )   4枚  56枚 － － 

花 矢 ( 感 想 画 展 )  39点  47点  39点  35点 

田代(感想画コンクール) 283点 279点 263点 266点 

 

【今後の課題・取り組みの方向】 

  学校図書館支援については、学校図書館協議会との連携を図りながら、さらに連携関係

を築いていく。 

家庭教育や学校教育分野など図書館外での読書活動推進については、どこまで踏み込ん

でいけるかを探りながら、親子の読書活動推進イベントなどを実施する。 

また、施設整備として、快適で安全・安心な読書環境の整備を進めていく。 

 

 ３ 読書活動推進体制の整備 

【これまでの取り組みと成果】 

⑴ ボランティアの育成と活動の支援 

     読み聞かせボランティア育成のため、初心者向け養成講座を開催した。外部の研修

会については、ボランティア団体へ周知し参加を呼びかけている。 

また、学校等からおはなし会の依頼があった際には市内のボランティア団体へ声を

かけ、学校へ紹介、派遣を行うとともに、読み聞かせボランティア団体に対して図書
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館の空室を活動の準備の場として提供し、さらには、おはなし会用品の貸出、大型絵

本リストの提供なども行っている。 

 

⑵ 関係機関やボランティアとの連携 

    読み聞かせボランティアの活動状況について、北教育事務所等からの読書グループ

調査実施時に把握し、活動情報を提供している。 

⑶ 読書活動推進会議の開催 

    毎年度、読書活動推進のための事業計画を立て、年度終了後、事業ごとの評価を行

い、数値目標等の進捗状況を確認し、図書館協議会でその評価の妥当性について協議

していただいている。 

 

【今後の課題・取り組みの方向】 

   市内のボランティア団体が定期的に集まる場を設け、読み聞かせ経験者向けのスキルア

ップ講習会を実施するとともに、新規ボランティアの養成も行う。 
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４ 数値目標の進捗状況 

  

項   目 
平成２３年度

（実績） 

平成２９年度

（目標） 

平成２８年度 

（実績） 

進捗率 

(平成28年度)
 
市立図書館の年間貸出冊
数 

 

184,834冊 

 

222,000冊 

 

184,593冊 

 

83％ 

 
市立図書館の児童館等・
就学前施設への貸出冊数 

 

4,675冊 

 

7,000冊 

 

8,723冊 

 

125％ 

 
市立図書館の小・中学校
への貸出冊数 

 

1,885冊 

 

2,900冊 

 

2,093冊 

 

72％ 

 
市立図書館の年間おはな
し会の回数 

 

２８回 

 

４０回 

 

６０回 

 

150％ 

 
市立図書館を活用してい
る就学前施設の割合 

 

８０％ 

 

９０％ 

 

９０％ 

 

100％ 

※ 
放課後児童クラブでのお
はなし会の企画回数 

 

不定期～年３回

 

年６回 

 

年７回 

（図書館企画分） 

 

117％ 

 
放課後児童クラブでの読
書時間の確保 

 

15分～１時間

平日30分以上

学校休業日 

１時間以上

平日  53分 

学校休業日 

１時間33分 

平日 100％ 

学校休業日 

100％ 

 

小・中学校での学校図書館を

活用した授業を行った回数 

  
小学校 月1回
中学校 年6回

 
小学校 14/17校 

中学校  3/ 8校 

 
小学校 82％
中学校 38％

 

学校図書館の蔵書がデータベー 

ス化されている学校の割合 

 
小学校 60％
中学校 40％

 
小学校 70％
中学校 50％

 
小学校 53％ 
中学校 63％ 

 
小学校  76％
中学校 125％

 

読書強調週間等、読書を勧める 

企画を実施している学校の割合 

 
小学校100％
中学校 50％

 
小学校100％
中学校100％

 
小学校 100％ 
中学校 100％ 

 
小学校 100％
中学校 100％

 
市立図書館を学習に活用
している学校の割合 

 
小学校 60％
中学校 10％

 
小学校 60％
中学校 30％

 
小学校 76％ 
中学校 13％ 

 
小学校 109％
中学校  42％

 ※ 放課後児童クラブでの読み聞かせについては、市立図書館企画のほか、各児童クラブ自主企画により

年１～４回実施されている。 
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 第Ⅲ章 計画の基本理念と目標 

 １ 計画の基本理念 

第二期計画の理念を引き継ぎ、市民一人一人が読書の楽しさと大切さを理解し、生涯

にわたり読書に親しみ続けることができるよう、環境整備と施策を展開することを基本

理念とします。子どもには本への興味を持ち読書習慣を身につけることができるように、

大人には必要な知識を身につけ、より豊かな人生を送ることができるよう、少子高齢化、

人口減少等の読書活動を取り巻く社会状況の変化を踏まえ、読書環境整備と施策を総合

的かつ計画的に推進します。 

 

 ２ 計画の目標 

計画の目的を達成するため、施策の基本を次の３つとします。 

１ 読書啓発活動と情報提供 

市民が読書への関心を持ち、積極的に読書に向かうことができるよう、読書機会

の提供と読書を継続していくための情報提供を行います。 

 

２ 読書環境の整備 

市民の読書活動を支えるため、就学前施設や学校、家庭や地域、図書館が相互に

協力、連携して推進活動を実行します。 

 

３ 読書活動推進体制の整備 

関係機関や団体、市民やボランティアと広く連携して、読書活動を多面的に支え

る体制を整えます。 
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第Ⅳ章 読書活動推進のための取り組み 

 １ 読書啓発活動と情報提供 

   市民の読書への関心を促すため、読書関連行事や展示の企画など、さまざまな機会を

提供するとともに、その情報を広範に発信していきます。 

  ⑴ 読書関連行事や展示の企画と図書リストの作成 

     「読書週間」「子ども読書の日」にちなんだ行事を企画したり、学校の長期休み中

におはなし会を開催したり、文化講演会や読書感想文コンクールの開催など、読書に

かかわる行事を企画します。また、図書館では、季節や社会の話題をテーマとした図

書を展示し、新着図書やおすすめ本など、目的に合わせた図書リストを作成して関係

機関に提供します。 

 

主な取り組み 

   ・おはなし会の定期的な開催 

   ・学校の長期休業中のおはなし会や読書啓発行事の開催 

   ・「読書週間」や「子ども読書の日」にちなんだ行事の開催 

   ・図書館での、季節行事や社会の話題に関連する図書の展示 

   ・図書館や公民館、児童館等での親子読書イベントの開催 

   ・文化講演会の開催 

  

  

⑵ 図書館ホームページや広報おおだて、地元紙を活用した広報 

読書にかかわるさまざまな行事をホームページやツイッター、ブログ、広報おおだ

て、さらに地元紙や子育て情報誌へ掲載を依頼し、市民へ積極的に情報を提供します。 

 

   主な取り組み 

   ・ホームページや広報おおだてへの読書活動関連行事の掲載 

      ・地元紙への読書活動関連行事の掲載依頼 

   ・子育て情報誌への読書関連情報掲載 
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 ２ 読書環境の整備 

   読書活動推進のため、関係機関それぞれが主体的に読書環境整備の取り組みをしなが

ら、相互に協力、連携して活動を展開していくことができるよう体制を整備していきま

す。 

  ⑴ 家庭・地域での読書活動 

    子どもの読書習慣の形成に家庭の果たす役割は大きいことから、乳児との遊びの中

で本に親しむ方法の提案や、これから親になる人に読書の大切さを理解してもらうた

めの取り組みを続けていきます。また、子どもからお年寄りまで地域の人が気軽に本

を手に取ることができるよう、さまざまな場所に本と親しむ場を設け、読書の機会を

提供します。 

 

主な取り組み 

   ・ブックスタートの継続実施 

   ・おはなし会の推進と充実 

   ・親子読書の推進と充実 

   ・公民館や児童館等の図書コーナーの充実 

 

 

  ⑵ 就学前施設や学校での読書活動 

    就学前施設での出張おはなし会による読み聞かせを実施し、幼児期の豊かな感性を

育むとともに、絵本の世界を楽しませ、読書への関心を促します。そして、読書の必

要性を保護者に理解してもらうため情報を発信します。また、児童生徒の読書活動推

進を目的に、学校図書館の整備・活動を支援し、授業で使用する図書の提供や出張お

はなし会、高校生と連携したおはなし会などを実施します。 

 

   主な取り組み 

   ・読書習慣の確立と読書活動の充実 

   ・読書環境の整備 

   ・おはなし会の継続と充実 

   ・学校と関係機関との連携 
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  ⑶ 図書館での読書活動 

    多様化する市民の読書活動に資するため、図書資料の充実と提供を積極的に行うと

ともに、本に親しむ機会を企画・開催します。また、就学前施設や学校の読書活動へ

の協力、地域の住民や児童館等の読書活動を支えるため移動図書館車の巡回サービス

を行います。 

 

   主な取り組み 

   ・積極的な情報提供 

   ・読書にかかわる行事の開催 

   ・快適で安全・安心な読書環境の整備 

   ・学校等への協力 

   ・移動図書館車巡回サービスの向上 

 

 

 ３ 読書活動推進体制の整備 

   読書活動推進のため、関係機関と連携を深めるとともに、読み聞かせサポーターや図

書館ボランティア、地域住民による学校ボランティアなどの活動が円滑に行われるよう

ボランティアの養成や支援に取り組みます。 

  ⑴ ボランティアの育成と活動の支援 

    読書活動を多面的に支えるボランティアを育成し、その活動を支援します。 

 

主な取り組み 

   ・読み聞かせ研修会等への参加促進と実践の場の提供 

   ・地域や学校へのボランティア参加の呼びかけ 

   ・ボランティア活動団体・個人への支援 

 

 

  ⑵ 関係機関やボランティアとの連携 

    すべての関係機関と市民ボランティアが相互に情報を交換し、より効果的に読書活

動推進が行われるよう体制を整えていきます。 
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   主な取り組み 

   ・読み聞かせボランティアや地域ボランティアの活動状況の把握 

   ・各ボランティアの活動情報の提供 

   ・関係機関による読書活動推進についての情報交換 
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４ 読書活動推進計画の数値目標 

 

項   目 
平成２８年度 

（実績） 

平成３４年度

（目標） 

 

市立図書館の年間貸出冊数 

※ H29.3月末 市人口 74,095人

184,593冊 

(市民１人当

たり2.49冊) 

※ 

市民１人当たり

2.7冊 

 

市立図書館の児童館等・就学前施設への貸出冊数 

 

 

8,723冊 

 

 

9,500冊 

 

 

市立図書館の小・中学校への貸出冊数 

 

 

2,093冊 

 

 

2,300冊 

 

 

市立図書館の年間おはなし会の回数 

 

 

60回 

 

 

60回 

 

 

市立図書館を活用している就学前施設の割合 

 

 

90％ 

 

 

100％ 

 

 

放課後児童クラブでのおはなし会の企画回数 

 

 

年７回 

 

 

年８回 

 

 

放課後児童クラブでの読書時間の確保 

 

平日 53分 

学校休業日 

１時間33分 

平日 30分 

学校休業日 

１時間30分

 

小・中学校での学校図書館を活用した授業を行った回数

 

小学校月1回以上 

14/17校 
中学校月1回以上 

3/ 8校 

小学校 月1回以上

全校
中学校 月1回以上

全校

 

学校図書館の蔵書がデータベース化されている学校の割合 

 

小学校 53％ 

中学校 63％ 

小学校 70％

中学校 70％

 

読書強調週間等、読書を勧める企画を実施している学校の割合 

 

小学校 100％ 

中学校 100％ 

小学校 100％

中学校 100％

 

市立図書館を学習に活用している学校の割合 

 

小学校 76％ 

中学校 13％ 

小学校 90％

中学校 50％

※ 人口減少を踏まえ、総貸出冊数から市民１人当たり貸出冊数に変更。 
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館
か

ら
の

情
報

発
信

 ・
と

て
も

満
足

 ＋
ま

あ
満

足
 1

8
（
9
5
％

）
 ／

・
や

や
不

満
＋

た
い

へ
ん

不
満

 1
（
5
％

）

イ
ベ

ン
ト
情

報
の

入
手

先
新

聞
 1

4
(7

4
％

)　
ポ

ス
タ

ー
や

チ
ラ

シ
 7

（
3
7
％

）
　

広
報

お
お

だ
て

 5
（
2
6
％

）
　

S
N

S
 3

（
1
1
％

）

参
加

し
た

い
イ

ベ
ン

ト
の

内
容

利
用

者
満

足
度

サ
ー

ビ
ス

満
足

度
（
比

内
図

書
館

）

カ
ウ

ン
タ

ー
で

の
接

遇
・
質

問
へ

の
応

答
 ・

と
て

も
満

足
 ＋

ま
あ

満
足

 1
8
（
9
5
％

）
 ／

・
や

や
不

満
＋

た
い

へ
ん

不
満

 1
（
5
％

）

蔵
書

の
内

容
 ・

と
て

も
満

足
＋

ま
あ

満
足

 1
5
（
7
9
％

）
／

 ・
や

や
不

満
＋

た
い

へ
ん

不
満

 3
（
1
6
％

）

・
と

て
も

満
足

 ＋
ま

あ
満

足
 1

8
（
9
5
％

）
 ／

・
や

や
不

満
＋

た
い

へ
ん

不
満

 1
（
5
％

）

図
書

館
の

設
備

・
備

品

要
望

・
苦

情
（
ア

ン
ケ

ー
ト
よ

り
）

　
　

　
―

　
　

　
―

図
書

館
見

学
等

 6
（
3
2
％

）
　

読
み

聞
か

せ
会

 4
（
2
1
％

）
　

古
本

市
 4

（
2
1
％

）
　

工
作

 3
（
1
6
％

）

参
加

し
た

い
講

演
会

・
勉

強
会

の
内

容
病

気
・
健

康
 5

(2
6
％

)　
子

育
て

・
教

育
 4

(2
1
％

)　
歴

史
・
地

理
（
市

内
）
 3

（
1
6
％

）

評
価

指
標

数
値

目
標

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
集

計

予
約

や
リ

ク
エ

ス
ト
・
各

種
催

し

・
と

て
も

満
足

＋
ま

あ
満

足
 1

8
（
1
0
0
％

）
／

　
・
や

や
不

満
＋

た
い

へ
ん

不
満

 0
（
0
％

）

図
書

館
か

ら
の

情
報

発
信

・
と

て
も

満
足

＋
ま

あ
満

足
 1

6
（
8
9
％

）
／

　
・
や

や
不

満
＋

た
い

へ
ん

不
満

 1
（
6
％

）

イ
ベ

ン
ト
情

報
の

入
手

先
新

聞
 1

4
(7

8
％

)　
広

報
お

お
だ

て
 1

1
（
6
1
％

）
　

ポ
ス

タ
ー

や
チ

ラ
シ

 6
（
3
3
％

）
　

口
コ

ミ
 3

（
1
7
％

）

参
加

し
た

い
イ

ベ
ン

ト
の

内
容

古
本

市
 6

（
3
3
％

）
　

工
作

 2
（
1
1
％

）
　

読
み

聞
か

せ
会

 1
（
6
％

）
　

図
書

館
見

学
等

 1
（
6
％

）

参
加

し
た

い
講

演
会

・
勉

強
会

の
内

容
暮

ら
し

・
生

き
方

 7
（
3
9
％

）
　

歴
史

・
地

理
（
市

内
）
 5

(2
8
％

)　
病

気
・
健

康
 5

(2
8
％

)

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
集

計

利
用

者
満

足
度

サ
ー

ビ
ス

満
足

度
（
花

矢
図

書
館

）

カ
ウ

ン
タ

ー
で

の
接

遇
・
質

問
へ

の
応

答
・
と

て
も

満
足

 ＋
ま

あ
満

足
 1

8
（
1
0
0
％

）
 ／

・
や

や
不

満
＋

た
い

へ
ん

不
満

 0
（
0
％

）

蔵
書

の
内

容
・
と

て
も

満
足

＋
ま

あ
満

足
 1

4
（
7
8
％

）
／

 ・
や

や
不

満
＋

た
い

へ
ん

不
満

 4
（
2
2
％

予
約

や
リ

ク
エ

ス
ト
・
各

種
催

し
 ・

と
て

も
満

足
＋

ま
あ

満
足

 1
8
（
1
0
0
％

）
／

　
・
や

や
不

満
＋

た
い

へ
ん

不
満

 0
（
0
％

）
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評
価

視
点

評
価

項
目

評
価

指
標

数
値

目
標

図
書

館
の

設
備

・
備

品

評
価

視
点

評
価

項
目



8
0
％

以
上

7
0
％

以
上

8
0
％

以
上

6
5
％

以
上

8
0
％

以
上

― ― ―

要
望

１

要
望

２

 ・
と

て
も

満
足

＋
ま

あ
満

足
 1

1
（
8
5
％

）
／

 ・
や

や
不

満
＋

た
い

へ
ん

不
満

 2
（
1
5
％

）

予
約

や
リ

ク
エ

ス
ト
・
各

種
催

し
 ・

と
て

も
満

足
 ＋

ま
あ

満
足

 1
3
（
1
0
0
％

）
 ／

・
や

や
不

満
＋

た
い

へ
ん

不
満

 0
（
0
％

）

図
書

館
の

設
備

・
備

品
・
と

て
も

満
足

＋
ま

あ
満

足
 1

1
（
8
5
％

）
／

　
・
や

や
不

満
＋

た
い

へ
ん

不
満

 1
（
8
％

）

引
越

し
の

多
い

我
が

家
は

子
ど

も
の

本
を

殆
ど

持
た

ず
色

々
な

図
書

館
を

利
用

さ
せ

て
頂

い
て

い
ま

す
。

外
県

で
は

C
D

や
D

V
D

の
レ

ン
タ

ル
も

あ
り

ま
す

。
ま

た
パ

ソ
コ

ン
も

何
台

か
あ

り
、

検
索

や
資

料
作

り
が

で
き

ま
し

た
。

地
域

行
事

の
情

報
も

た
く

さ
ん

あ
り

ま
し

た
。

図
書

館
の

利
用

時
間

も
長

く
、

休
館

日
は

図
書

館
ご

と
に

違
い

、
ど

こ
か

の
図

書
館

は
空

い
て

い
る

状
態

で
し

た
。

利
用

期
間

も
３

週
間

、
冊

数
も

多
く

レ
ン

タ
ル

で
き

助
か

り
ま

し
た

。
上

記
の

よ
う

な
こ

と
を

検
討

し
て

頂
け

た
ら

幸
い

で
す

。

要
望

・
苦

情
（
ア

ン
ケ

ー
ト
よ

り
）

図
書

館
か

ら
の

情
報

発
信

 ・
と

て
も

満
足

＋
ま

あ
満

足
 1

2
（
9
2
％

）
／

　
・
や

や
不

満
＋

た
い

へ
ん

不
満

 0
（
0
％

）

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
集

計

利
用

者
満

足
度

サ
ー

ビ
ス

満
足

度
（
田

代
図

書
館

）

カ
ウ

ン
タ

ー
で

の
接

遇
・
質

問
へ

の
応

答
 ・

と
て

も
満

足
 ＋

ま
あ

満
足

 1
3
（
1
0
0
％

）
 ／

・
や

や
不

満
＋

た
い

へ
ん

不
満

 0
（
0
％

）

広
報

お
お

だ
て

 9
（
6
9
％

）
 新

聞
 5

(3
8
％

)　
ポ

ス
タ

ー
や

チ
ラ

シ
 4

（
3
1
％

）
　

口
コ

ミ
 3

（
2
3
％

）

参
加

し
た

い
イ

ベ
ン

ト
の

内
容

古
本

市
 3

（
2
3
％

）
 図

書
館

見
学

等
 2

（
1
5
％

）
　

工
作

 2
（
1
5
％

）
　

読
み

聞
か

せ
会

 1
（
8
％

）

参
加

し
た

い
講

演
会

・
勉

強
会

の
内

容
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評
価

視
点

評
価

項
目

評
価

指
標

数
値

目
標

蔵
書

の
内

容

本
の

読
書

履
歴

が
わ

か
る

方
法

を
考

え
て

欲
し

い
。

（
履

歴
が

分
か

ら
な

か
っ

た
為

、
借

り
て

き
た

本
が

過
去

に
読

ん
で

い
た

と
い

う
事

が
あ

っ
た

為
）

イ
ベ

ン
ト
情

報
の

入
手

先

病
気

・
健

康
 3

(2
3
％

)　
暮

ら
し

・
生

き
方

 3
(2

3
％

)　
芸

術
・
文

化
 3

(2
3
％

)　
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資 料 ３ 小・中学校の読書活動についてのアンケート調査 

 

小学校１７校 中学校８校    

学校図書館を活用した授業を行った回数 

小学校 

①  ０回     ３校 ※内 学期に１回 １校 

② 月１回     ９校 

③ 月２回以上     ５校 

中学校 

①  ０回     ６校 ※内 学期に１～２回 １校 

② 月１回     ２校 

③ 月２回以上     ０校 

  

学校図書館の本はデータベース化されていますか。 

小学校 

  ① は い     ９校 

  ② いいえ     ８校 ※内 新刊本データベース化 １校 

中学校 

  ① は い     ５校 

  ② いいえ     ３校 

 

児童生徒に読書を特に勧める企画を実施しましたか。 

小学校 

  ① は い    １７校 

  ② いいえ     ０校 

中学校 

  ① は い     ８校 

  ② いいえ     ０校 

 

児童生徒の学習に市立図書館を利用しましたか。 

小学校 

  ① は い    １３校 

  ② いいえ     ４校 

中学校 

  ① は い     １校 

  ② いいえ     ７校 
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資 料 ４ 放課後児童クラブの読書活動についてのアンケート調査 
 

９放課後児童クラブ    

放課後児童クラブでの読み聞かせの企画回数 

年７回 （市立図書館企画分。ほかに各児童クラブ自主企画で年１～４回実施。） 

 

放課後児童クラブでの読書時間の確保 

 ① 平   日     ３０分 ５クラブ 
          １時間００分 ３クラブ 
          ２時間３０分 １クラブ 

平   均     ５３分 

 ② 学校休業日     ３０分 １クラブ 
１時間００分 ４クラブ 
１時間３０分 ２クラブ 

          ２時間００分 １クラブ 
          ４時間３０分 １クラブ 

平   均  １時間３３分 
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２
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０
５

(平
成

１
７

)年
 

 

  ２
０

０
８

(平
成

２
０

)年
 

 

   ２
０

１
０

(平
成

２
２

)年
 

 

 ２
０

１
１

(平
成

２
３

)年
 

 ２
０

１
３

(平
成

２
５

)年
 

 

 ２
０

１
６

(平
成

２
８

)年
 

 ２
０

１
7
(平

成
２

９
)年

 

第
一

次
 

県
民

の
読

書
活

動
推

進
計

画
 

子
ど

も
の

読
書

活
動

の
推

進
に

関
す

る
法

律
 

※
子

ど
も

読
書

の
日

（
４

月
２

３
日

）
制

定
 

第
一

次
 

子
ど

も
の

読
書

活
動

の
推

進
に

関
す

る
基

本
的

な
計

画
 

文
字

・
活

字
文

化
振

興
法

 

第
二

次
 

県
民

の
読

書
活

動
推

進
計

画
 

秋
田

県
民

の
読

書
活

動
の

推
進

に
関

す
る

条
例

第
一

次
 

秋
田

県
読

書
活

動
推

進
基

本
計

画
 

第
一

期
 

大
館

市
読

書
活

動
推

進
計

画

平
成

１
７

年
度

～
平

成
２

２
年

度
 

第
二

期
 

大
館

市
読

書
活

動
推

進
計

画
 

平
成

２
５

年
度

～
平

成
２

９
年

度
 

第
三

次
 

子
ど

も
の

読
書

活
動

の
推

進
に

関
す

る
基

本
的

な
計

画
 

第
二

次
 

秋
田

県
読

書
活

動
推

進
基

本
計

第
二

次
 

子
ど

も
の

読
書

活
動

の
推

進
に

関
す

る
基

本
的

な
計

画
 

読
書

活
動

推
進

計
画

の
取

り
組

み
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


